
地域防災訓練はなぜ必要？

地震や洪水など、災害時に困らないように、家族の役割分
担や避難場所の確認など、事前に話し合っておきましょう。

家族が離れ離れになったときの連絡方法や集合場所を
確認しておきましょう。「災害用伝言ダイヤル（171）
（P_6）」なども使い方を覚えておくと安心です。

　まずは、避難所に行かなくてよい備えを！
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自助・共助の大切さ

日ごろからの心構え②

消火器や非常時持ち出し品、非常用備蓄品の保管場
所を決めて、定期的に保存状態や賞味期限切れなどを
点検しましょう。

災害が起きたときにまず重要になることは、「自分の命は自分
で守る」という「自助」の力です。次に大切なのは、隣近所や地
域での助け合いの「共助」の力。
阪神・淡路大震災では、救助された人のほとんどが自力また
は家族・隣人による救助でした。
国や自治体などの「公助」は、災害直後にはあまり期待できま
せん。また、復興の際は、自助と共助の力が必要になってきま
す。日ごろから共助の力を高めることも大切な備えのひとつな
のです。

阪神・淡路大震災における生き埋めや閉じ込められた際の救助主体等

出典：（社）日本火災学会（1996）「1995年兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書」より
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災害時に、火を消す人、ドアを開ける人、高齢者や子ども
を守る人、「非常時持ち出し品」を持ち出す人など。

地震など被害が広範囲にわたる災害時には、消防や警察な
どの公的機関の救出・救助部隊がすぐに来るとは限りません。
そんな時は、地域の皆さんで力を合わせた救出、救助活動が
大切になってきます。そのためには、≪自主防災組織≫などを
通じた、日ごろの訓練が欠かせません。
初期消火や救出救護など、地域で協力し被害を広げない対
策も必要なのです。

救出、救護活動

日ごろからの心構え①
安全な避難路
避難所までの経路（避難路）は、

あらかじめ自分たちで決めておき、

安全に通行できるか

複数の経路を確認

しておきましょう。

1

正確な情報収集と自主的避難を
スマートフォン・防災アプリ・テレビ・ラジ

オ等で最新の気象情報、

災害情報、避難情報に注

意しましょう。雨の降り方

や浸水の状況に注意し、

危険を感じたら自主的に避難しましょう。

3

危険が迫った時には、市役所や消防団

から避難の呼びかけをする

ことがあります。

呼びかけがあった場合には、

速やかに避難しましょう。

避難の呼びかけに注意を4
救出・復旧活動の妨げになりますので、自動車

を堤防や道路に

放置しないよう

にしましょう。

道路や堤防に車を放置しない8

お年寄りや子ども、病気の人は、早めの

避難が必要です。近所のお年寄りや子ども、

病気の人などの避難に

協力しましょう。

お年寄りなどの避難に協力を5

非常時持ち出し品の事前準備を
避難する時の荷物は必要最低限とし、

事前に準備して

おきましょう。

2
避難するときは、動きやすい服装で、2人以上
での行動を心がけましょう。また、水面下では
道路や側溝などの
境目がわかりにく
いため、長い棒を
杖代わりにして安
全を確認しながら歩きましょう。

動きやすい服装、2人以上での避難6

大地震の際には、自動車での避難は緊急車両の

妨げになります

ので、特別の

場合を除き

やめましょう。

車での避難は控えて7
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②非常時持ち出し品等の準備、点検



避難指示や避難所などの情報は、下の図のような経路で市民のみなさんに伝達されます。
情報がどこから来るのか確認しておきましょう。

気 象 庁

避 難 行 動避 難 情 報 等

緊 急 安 全 確 保 すでに災害が発生してる状況。命を守るための最善の行動を取る

安全な場所へ、全員避難

高齢者など、避難に時間を要するかたは避難、その他のかたは避難の準備をする

避難指示

高齢者等避難

市 民 の と る べ き 行 動
災害情報を聞いたら、その後の気象情報に注意し、自分にあった避難するタイミングで避難の準備を始めてください。

重要なお知らせメール 柏市防災行政無線 広 報 車 消 防 車
パ ト カ ー

全国の気象情報

柏市防災行政無線
震度５弱以上の緊急地震速報が自動放送されます。
その他、生命の危険に関わる情報を放送します。
放送内容は、フリーダイヤル0120-280-131で確認できます。

災害時の避難所開設状況や災害関連情報を配信します。
https://twitter.com/kashiwa_bosai

プッシュ通知で災害マップなど
さまざまな防災情報を配信します。
https://emg.yahoo.co.jp/

スマートフォンやパソコンなどのメール機能を利用して、情報を配信するサービスです。
災害情報や地域の火災情報など、柏市からのお知らせを配信しています。
また、防災行政無線の放送と同じ内容のメールが配信されます。
●メール配信サービス登録方法
QRコードを読み込む、またはkashiwacity@emp.ikkr.jpに空メールを送ります。

かしわメール配信サービス
(市から発令する避難情報)

柏市公式ツイッター
(市から発令する避難情報)

Yahoo!防災速報アプリ(無料)
(市から発令する避難情報)
(気象庁から発表される気象情報)

伝達方法 概要

気象庁 ＨＰ

国土交通省 川の防災情報

千葉県 ＨＰ

江戸川河川事務所 ＨＰ

利根川下流河川事務所 ＨＰ
利根川上流河川事務所 ＨＰ

http://www.jma.go.jp/

https://www.river.go.jp/

http://www.ktr.mlit.go.jp/tonejo/
http://www.ktr.mlit.go.jp/tonege/

http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/

http://suibo.bousai.pref.chiba.lg.jp/

全国の雨量・河川水位

利根川の雨量・河川水位

利根運河の雨量・河川水位

千葉県の雨量・河川水位

QRコード
こちら

QRコード
こちら

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

災害直後は電話が混み合うため、一部の政府機関や防災関係の各種機関、報道機関に設置されている「優先通
信」を行う優先電話以外は、通信制限を受けることがあります。そのため、家族が離れ離れになった場合の連絡方
法や安否の確認方法を決めておくことが重要になります。また、災害直後は、電話をかけない工夫が被災地の混乱
を軽減することにも繋がるのです。

スマートフォン・防災アプリ・
テ レ ビ ・ ラ ジ オ 等

柏　市

大災害で電話が繋がりにくくなった時に、提供が開始されます。伝言を録音できるのは、災害により電話がかかり
にくくなっている地域です。（状況によりNTTが設定しテレビ・ラジオ・NTTのホームページ等を通じて公表します）
30秒以内の伝言を1～20件まで録音できます。固定電話、携帯電話・IP電話（050含）からでも利用可能です。但
し、黒電話などダイヤル式電話は利用できませんので注意が必要です。

震度6弱以上の大地震や大規模風水害発生時に各携帯電話会社は、災害用伝言板サービスをスタートします。ス
マートフォン等を利用して安否情報を登録・確認でき、各会社の利用方法はほぼ同じです。100文字までのコメン
トが入力でき、10件まで登録が可能です。登録の古いものから順次上書きされます。

災害時の安否確認方法

情報の伝達経路

※毎月1日と15日、正月三が日、防災とボランティア週間（1/15～21）、防災週間（8/30～9/5）に体験できます。
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情報収集



耐震診断

スマートフォン・防災アプリ・テレビ・ラジオ等で正しい情報を

昭和56年6月以前の旧耐震基準で
設計されている建物の耐震性を確認する。
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